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ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
個
別
実
態
融
合
で
精
度
向
上

②透析除水量を最適化 宮田敏男教授の取り組み

　人工知能（ＡＩ）の医療応用（実用化）のためには
何が必要なのか。医療現場とデータサイエンティスト
やＡＩ研究者らが連携しながら様々な医療用ＡＩの開
発を進めている東北大学メディシナルハブの事例を中
心に探っていく。第２回は、個々の血液透析患者で学
習し、適切な透析除水量を予測するＡＩ開発を進める、
東北大学大学院医学系研究科メディシナルハブの宮田
敏男教授の取り組みを紹介する（隔週連載）。

　
腎
臓
の
機
能
が
廃
絶
し
て
い
る
末
期

腎
不
全
患
者
で
は
、
週
３
回
、
１
回
４

時
間
程
度
、
血
液
透
析
を
行
い
、
血
中

の
老
廃
物
や
余
分
な
水
分
を
取
り
除
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
除
水
）
。
日
本

で
は
現
在
、
約

万
人
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
血
液
透
析
を
受
け
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
十
分
な
除
水
が
で
き
な
い
と
体
液
が

貯
留
し
心
肺
機
能
に
障
害
を
与
え
て
し

ま
う
。
一
方
、
過
度
の
除
水
は
透
析
中

の
低
血
圧
を
生
じ
、
気
分
不
良
か
ら
意

識
消
失
ま
で
多
彩
な
症
状
を
呈
す
る
。

透
析
病
院
で
は
通
常
数
十
人
の
患
者
に

対
し
て
、
１
人
の
医
師
、
数
人
の
看
護

師
や
臨
床
工
学
技
士
と
い
う
少
な
い
医

療
従
事
者
で
治
療
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
副
作
用
が
生
じ
る
と
医
療
従
事
者

は
患
者
対
応
に
追
わ
れ
、
大
き
な
負
担

と
な
る
。
透
析
中
の
血
圧
低
下
は
、
５

～

％
と
い
う
高
い
頻
度
で
発
生
す
る

た
め
、
個
々
の
患
者
で
適
切
な
除
水
量

を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
経

験
豊
か
な
透
析
専
門
医
は
、除
水
量
を
、

体
重
増
加
量
、
患
者
の
状
態
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、
経
験
（
暗
黙
知
）

で
設
定
し
て
い
る
。

　
宮
田
教
授
は
「
私
は
も
と
も
と
腎
臓

内
科
が
専
門
で
し
た
。
メ
デ
ィ
シ
ナ
ル

ハ
ブ
で
は
様
々
な
医
療
用
Ａ
Ｉ
の
開
発

を
進
め
て
い
る
の
で
、
過
去
の
大
量
の

医
療
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
、
適

切
な
除
水
量
を
予
測
（
透
析
専
門
医
の

処
方
を
模
倣
）
で
き
な
い
か
と
考
え
、

２
０
１
９
年
か
ら
、
透
析
専
門
医
、
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
や
Ａ
Ｉ
研
究

者
ら
と
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
」
と
話

す
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
北
米
研
究
所
と
独
自
に
開
発

し
た
Ａ
Ｉ
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
（Dual-

Channel Combiner Network

）
に
、
聖

路
加
国
際
病
院
や
民
間
の

透
析
医
療

施
設
か
ら
取
得
し
た
国
内
患
者
数
の
約

１
％
に
相
当
す
る
３
０
０
０
症
例
（
透

析
回
数

万
件
）
の
医
療
デ
ー
タ
を
学

習
さ
せ
て
き
た
。
現
時
点
で
、
透
析
開

始
前
に
透
析
中
血
圧
低
下
（

ｍ
ｍ
Ｈ

ｇ
以
下
）
の
発
生
す
る
確
率
を

％
程

度
の
精
度
で
予
測
し
、
さ
ら
に
医
師
が

経
験
的
に
設
定
し
た
除
水
量
と
１
０
０

～
２
０
０
㍉
㍑
程
度
の
誤
差
で
予
測
す

る
Ａ
Ｉ
が
開
発
で
き
て
い
る
。
し
か
し

宮
田
教
授
は
「
よ
り
医
療
現
場
で
役
立

て
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
本
来
の
利
点
で
あ
る

学
習
機
能
を
向
上
さ
せ
、
個
々
の
患
者

で
学
習
す
る
Ａ
Ｉ
の
開
発
を
試
み
て
い

る
」
と
い
う
。

　
開
発
し
た
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
は
、

万
件
の

透
析
デ
ー
タ
で
学
習
し
一
般
化
さ
れ
た

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
基
づ
き
予
測
す
る
。

透
析
患
者
は
年
間
１
５
０
回
ほ
ど
透
析

を
受
け
る
た
め
、
一
般
化
さ
れ
た
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
さ
ら
に
個
人
の
透
析
デ
ー

タ
で
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
精
度
の
向

上
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

で
、
個
別
化
学
習
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
（
Ｐ
―
Ｄ

Ｃ
Ｃ
Ｎ
）
が
開
発
中
で
あ
る
。

　
宮
田
教
授
は
「
人
は
機
械
と
違
い
、

個
人
差
が
あ
る
。
医
療
も
個
別
化
に
向

か
っ
て
い
る
。Ａ
Ｉ
の
最
大
の
欠
点
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
中
で
個
人
の
特
性
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

薬
を
服
用
す
る
場
合
、
１
日
３
回
と
言

わ
れ
て
も
、
２
回
し
か
飲
ま
な
い
人
も

い
れ
ば
、
た
ま
に
忘
れ
る
患
者
も
い
る

わ
け
で
す
。
大
量
医
療
デ
ー
タ
で
学
習

さ
せ
た
Ａ
Ｉ
に
、
さ
ら
に
個
別
の
患
者

さ
ん
の
医
療
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
る
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
個
人
の
実
態
に
合
っ

た
予
測
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
い
う
。

　
東
北
大
学
は
、
血
液
透
析
の
国
内
外

で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ

る
ニ
プ
ロ
、
東
北
大
学
発
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
あ
る
レ
ナ
サ
イ
エ
ン
ス
と
共

同
研
究
契
約
を
締
結
し
、
開
発
し
た
Ａ

Ｉ
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
患
者
に
合
わ
せ
て
学
習
す
る
Ａ
Ｉ

は
、
個
別
化
医
療
に
も
即
し
た
方
向
性

で
あ
り
、
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
医
療
の

課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
分
野
の
Ａ
Ｉ
研
究
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

宮田敏男教授


